大規模建築行為（携帯電話基地局）のチェックリスト
記入年月日　　　年　　月　　日

	記入者氏名
	

	名称・行為内容
	

	行為地の現況
	□周辺の主な土地利用状況（住宅地・商業地・工業地・温泉街・農地・山林・海岸地・砂丘地）

□寺や神社などの歴史的・文化的資源が近くにある

□自然資源（海・山・川・既存樹木）が近くにある

□その他

	景観形成のため
特に配慮した事項
	


※自己評価し、配慮した項目にチェックをしてください。
◆　携帯電話基地局
	市窓口への

事前相談
	□都市計画課窓口に事前相談し、設置場所や計画について協議をしている。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	高　　さ
	□必要最低限の高さである。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	色　　彩
	□基調となる色は落ち着いた色彩にしている。

　　→□航空法、その他法令による色彩基準適用がある。

　　　（法令の名称等　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	鉄塔の構造

（形状）
	□周囲に与える突出感、違和感を軽減するようにしている。

□構造は鋼管柱またはコンクリート柱である。

□アンテナ部分の形状はで要る限り簡素にしている。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	緑　　化
	□生垣等で緑化を促進し、設備機器等が道路等から見えにくくなっている。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	設置場所

設置場所
	□携帯電話基地局が必要な理由を明確に説明できる場所である。

その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□主要な視点場からの眺望を妨げていない。

□①平野部においては、主な山並みの景観や田園地域に点在する集落とその屋敷林の景観を阻害しない場所である。

　　　□②河川周辺においては、橋梁や河川沿いの公園、大きな土手等からの景観上目立たない場所である。

□③海岸部においては、美しい海岸線や景勝地の景観を阻害しない場所である。

□④山間部においては、山並みの景観を阻害しない場所である。
□歴史・文化的な景観遺産の近傍を避けている。

□国道・主要地方道等の主要な道路沿いを避けている。

□柱部分が自然林などに遮蔽される場所である。

□別紙２に照らし、景観を妨げていない。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※別途、眺望についての検討資料を添付すること。

	共 用 化
	□同地域の他社の携帯電話基地局との共用化を検討した。

その経過（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	近隣住民への

説明
	· 説明の手法については、町内会長等に相談の上検討した。

（住民説明会・個別説明・回覧板・その他〔　　　　　　　　  〕　）

□完成イメージ図を用いるなど、わかりやすく説明し、誤解を与えることのないよう努めた。

　□説明範囲内に民家がない、もしくは極端に軒数が少ない。

これについて都市計画課に相談した上での対応。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※別途、住民説明の経過、説明範囲、説明後の反応等まとめた資料を添付すること。
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